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2012年 11月 29日 

 

「世界エイズデー」に、世界最大のレッドリボンが 

リバプール FCのホーム、アンフィールド・スタジアムを飾ります 

 
世界エイズデーを記念し、12月 1日リバプール FC対サウサンプトン戦の 

試合会場で、長さ 49 メートルの「レッドリボン」が披露されます。 

 
 
リバプール FC のメインスポンサーを務めるスタンダードチャータード銀行（本店：ロンドン 最高経営責

任者：ピーター・サンズ／在日支店：千代田区 最高経営責任者：クリストファー・ナイト）は、世界エイズ

デーを記念して、12 月 1 日リバプールのアンフィールド・スタジアムで行われるリバプール FC 対サウ

サンプトン戦のハーフタイム時に、世界最大級の「レッドリボン」をピッチに掲出することを発表致しまし

た。これは、世界エイズデー及びスタンダードチャータードの HIV/エイズ教育プログラム「Living with 

HIV」の認知向上を目的とする取組みです。 

 

全長 49 メートルの巨大なレッドリボンは、スタンダードチャータードの行員、及び HIV/エイズチャリティ

の国際機関 AVERT のスタッフによって、ピッチ上に広げられます。このリボンはギネス・ワールド・レコ

ード社によって世界最大のエイズ予防啓発リボンとして認定されているもので、英国内では初公開とな

ります。 

 

このレッドリボンは、HIV 治療の世界的権威であるスーリヤ・ラオ博士が、世界的な HIV/エイズ啓蒙活

動の一環として母国インドで作成したものです。今回は英国に本部を置く AVERT が、ラオ博士に代わ

り英国で披露します。 

 

スタンダードチャータードのコーポレート・アフェアーズ部 グループサステナビリティ総責任者 兼 地域

担当本部長マーク・デヴァダソンは、今回の取組みについて次のように述べています。 

 

「世界エイズデーに予定されているリバプール FC 対サウサンプトンの試合は、レッドリボンを飾る舞台

としても、スタンダードチャータードが世界的な HIV との闘いへのコミットメントを一層高める場としても、

申し分がありません。リバプール FC と AVERTの協力により、今回のイベントが実現する運びとなり、

大変感謝しております。この取り組みにより、HIV と共に生きる人たちとの連帯を表すとともに、HIV で

亡くなった方々を追悼する機会を得ることができました。」 
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 リバプール FC のマネージングディレクター、イアン・エアー氏は下記のコメントを寄せています。 

 

「スタンダードチャータードの中でも重要な社会貢献活動である『Living with HIV』を、このような形でサ

ポートできることはクラブの誇りです。試合当日は、観客の皆さんもレッドリボンを付け、HIV に対する

闘いへの連帯を示します。我々のホームであるアンフィールド・スタジアムが、世界最大のレッドリボン

で飾られ、HIV/エイズへの人々の認識を高める場となることを光栄に思います。」 
 

HIV は依然として世界規模の問題であり、スタンダードチャータードが事業を展開するアジア･アフリカ･

中東地域にある多くの市場では、とりわけ深刻です。世界中で、毎日 7 千人が HIV に感染しています。

リバプール市のマーシーサイド地区でも、HIV と共に生きる人々の数が、2011 年には過去 10 年で

220％増となる 939 人に達しました。今回のリバプール FC の世界エイズデーに向けた取組みは、自

らの地域に存在するその事実に関心を集める一助にもなります。 

 

 
 

本件に関するお問い合わせは下記にて承ります。 

 
スタンダードチャータード銀行  

コーポレート・アフェアーズ部  

Tel: 03-5511-1245 / Fax: 03-5511-9311  
Ca.Japan@sc.com  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

世界エイズデーを記念しレッドリボンのフォーメー

ションを披露する、スティーブン・ジェラード、ルイ 

ス・スアレスを含むリバプール FC主力選手。 
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スタンダードチャータードのリバプールFCスポンサーシップ 

2009年9月14日、リバプールFCとスタンダードチャータード銀行は、同行が4年間にわたりクラブのメインスポン

サーとなる契約締結を発表しました。2010年7月から2013-14年シーズン終了までのスポンサー契約期間中、リ

バプールFCのユニフォームにスタンダードチャータードの名前とロゴが掲示されています。本契約は、同クラブの

歴史においても最大規模のものとなります。オフィシャルクラブスポンサーとして幅広い権限を享受することで、ア

ジア・アフリカ・中東地域の主要市場において、当行のブランド認知度を大幅に向上する基盤を構築しています。  
 

Living with HIV (HIV/エイズ教育啓蒙プログラム) について 

 

スタンダードチャータードの「Living with HIV」プログラムは、1999年にアフリカで始まり、4年後に当行のグロー

バルネットワーク全体に拡大しました。「Living with HIV」は教育を通じて、HIV感染予防を啓発することに重点を

置くプログラムです。教育に力を入れる理由は、事実を知り、リスクを理解し、安全に行動することが感染予防に

欠かせないとともに、感染拡大を防ぐ上でも重要と考えるからです。スタンダードチャータードの行員は、各地域

において、公的機関・NGO等の民間組織と連携し、関連する教育事業を推進しています。 

 

スタンダードチャータード銀行−アジア・アフリカ・中東地域における先駆者として 

スタンダードチャータードはロンドン証券取引所、香港証券取引所、ムンバイ証券取引所、ならびにインド国立証

券取引所に上場している国際的な金融グループです。世界で最もダイナミックな市場－アジア・アフリカ・中東地

域において150年以上の歴史を誇り、グループの収益の約9割は、それらの地域で創出されています。また、世

界70ヵ国以上で1,700余のオフィスを有する当行は、国際的なキャリア構築の機会を総勢87,000余名の行員に

対して生み出しています。当行グループでは、長期的視野に立った持続性のある事業構築に取り組む傍ら、高い

レベルでのコーポレートガバナンスを保持すると共に、社会的責任を果たし、環境保護と多様性のある人材育成

にも力を注ぐことで、世界中の信頼を得ています。私たちのブランドプロミスである「Here for good」は、このよう

な当行の伝統と企業価値を反映しています。  

  

日本におけるスタンダードチャータード銀行について 

日本におけるスタンダードチャータード銀行の歴史は、横浜に初めて駐在員事務所を開設した1880年にさかの

ぼり、今年で132年目を迎えます。アジア・アフリカ・中東地域で投資事業を展開する日本の企業法人・金融法人

のお客様向けに、多岐にわたる金融サービスを提供し、さらなる成長を続けています。  
 

スタンダードチャータードグループHP（英語） www.standardchartered.com 

スタンダードチャータードグループ facebook（英語） www.facebook.com/standardchartered 

スタンダードチャータードグループ Twitterアカウント @StanChart 

スタンダードチャータード銀行在日支店HP（日本語） www.standardchartered.co.jp 

スタンダードチャータード銀行在日支店HP（英語） www.standardchartered.co.jp/index_english.html 
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